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カルデラ暮らし
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阿蘇ジオパーク推進協議会
〒 869-2232 熊本県阿蘇市赤水 1930 番地 1 阿蘇火山博物館内 
TEL: 0967-34-2089 FAX: 0967-34-2090
公式ウェブサイト：http://www.aso-geopark.jp/　フェイスブック：https://www.facebook.com/AsoGeopark/

　イエローストーンはとても有名な場所ですが、同じ
ように、阿蘇も世界的に知られている場所です。多くの
外国人旅行者が、中岳火口の美しい湯だまりや、モクモ
クと上がる噴煙を見に阿蘇を訪れます。そのような私
たちにとって身近な景色は、イエローストーンでは見
ることができません。火口を見学されたボウエン先生
も、「イエローストーンとは全然違う。angry volcano
だ！（悪い意味ではなく、≒ active〈活動的〉な火山だ
という意味で）」と仰っていました。大地や火山の様々
な条件が揃って、現在の阿蘇火山がつくられているこ
とは、とても奇跡的で素晴らしいことなのです。
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ジオパークは、地球の活動が
つくりだす大地、そこで育ま
れる生きものや恵み、それら
を人々が活用し築きあげる
文化を、観て、遊んで、味わ
い、地球と私たちの暮らしの
『つながり』を知り、地球とよ
り良く暮らすことを考える
きっかけとなる場所です。

イエローストーン×阿蘇コラボ企画

「世界のカルデラ講演会」が開催されました！

文化
暮らし

生きもの大地
(地形・地質）

阿蘇ユネスコジオパークの　　　な話題をお届け。

　「イエローストーン国立公園」は、１８７２年に、世界
で初めて国立公園になった地域です。特に有名なのは、
地下水が地熱により温められ、水蒸気となって噴出す
る「間欠泉（かんけつせん）」で、その他にも多くの野生
生物が見られることなどから、年間４００万人が訪れ
る火山地帯で、一般には「スーパーボルケーノ」と言わ
れています。
　イエローストーンカルデラは、約２００万年前から
６４万年前にかけて起こった３回の大噴火で生じたと
考えられています。阿蘇カルデラをつくり出した大噴
火は、約２７万年から９万年前のことなので、遥かに長
い歴史をもっています。またその規模も大きく、最も大
きい噴火では、九州の半分を覆ったとされる阿蘇 4 火
砕流（Aso-4）の４倍近い火砕流が発生しました。その

　11 月 5 日（日）、阿蘇火山博物館にて、阿蘇と同じ世界有数規模のカルデラをもつアメリ

カ「イエローストーン国立公園」の研究で中心的な役割を果たしている、モンタナ州立大学

のデイヴィッド・ボウエン先生をお招きし、阿蘇とイエローストーンを比較した講演会が行

われました。

イエローストーンってどんなところ？

阿蘇だって凄い！

阿蘇のカルデラ全景

結果、直径７５ｋｍのイエローストーンカルデラがつ
くられ、これは世界で２番目の大きさだと言われてい
ます。阿蘇カルデラも世界最大級であることは間違い
ありませんが、イエローストーンのスケールの大きさ
は凄いですね！

デイヴィッド
・ボウエン先生

イエローストーンの間欠泉
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Aso Medical Center

地域医療！ 蘇 医 療 セ
阿 通

ン タ ー
信阿蘇医療センター

〶 869-2225 阿蘇市黒川 1266
☎ 34-0311 ／Ⓕ 34-2273 #26
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♪熊本ユースシンフォニーオーケストラ♪
1964 年（昭和 39 年）、 子どもの頃から本物の音

楽にふれ、 オーケストラ活動を通して良い社会人を育て
ることを目的に設立され、 現在小学生から 29 歳までお
よそ 80 名が在籍されています。
これまで阿蘇医療センター院内コンサートとして平成

27 年 7 月、 12 月、 平成 28 年 11 月にもボランティ
アで演奏いただいており、 今回で 4回を数えます。

【とき】　１２月１７日㊐
１４時３０分～１５時３０分

【ところ】　阿蘇医療センター

【入場料】　無　料
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♪くるみ割り人形より「マーチ」
♪プリンク・プランク・プルンク
♪団員による楽器紹介
♪クリスマス・フェスティバル
♪ふるさと　ほか
※曲目は変更する場合があります。
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2017.12 SPECIAL ISSUE Vol.11阿蘇サイクルツーリズム通信では、阿
蘇のサイクリングに関連する情報を発
信します。今回はコギダス協議会で取
り組む「阿蘇サイクルツーリズム定着
モデル事業」をご紹介します。

阿蘇サイクルツーリズム学校コギダスでは、ホームページやフェイスブック

でサイクリングに関するさまざまな情報を発信しています！

また、皆さまから阿蘇のサイクリングに関する情報も広く募集しています！

お問い合わせ：経済部観光課　☎２２－３１７４

INFORMATION

地域の宿泊施設や飲食店、地域のサイクリスト、
地域コミュニティ（行政区や地域団体）、地域の
交流拠点（道の駅等）などが連携して取り組むも
ので、受入れ態勢の構築を目指します。

宿泊施設との連携

広報活動地域住民を巻込む活動

公民館や農泊などの活用

地元のホテルや旅館等と連携し、少人数を対象としたサイ
クリングルートガイド、食事、イベント等を盛り込んだプ
ランを実施します。

安価で大人数が気軽に滞在できるプラン、地域の公民館
や農泊を活用し、地域の商店、飲食店も利用するプランな
ど、地域の人々と交流できるプランを実施します。

本事業で提案したプランをマスメディア等に体験しても
らい、サイクリスト用に記事を作成。誌面や SNS 等の口コ
ミにより、阿蘇の取組みを全国に発信します。

地域全体でサイクルツーリズムの取組みを盛り上げるた
め、今まで観光に関わっていなかった地域の人々と一緒に
受け入れるプランを作成します。

阿蘇サイクルツーリズム
定着モデル事業

●阿蘇ならではのサイクルツーリズムを地域に定着させる！
●阿蘇の素晴らしさを伝え、熊本地震からの復興についても知らせる！
●地域のサイクリストや住民と来訪者との交流を深める！

目的


